
導出される。

f(x) =
a0

2
+

∞∑
n=1

(
an cos

nπx

L
+ bn sin

nπx

L

)
an =

1
L

∫ L

−L

f(u) cos
nπu

L
du

bn =
1
L

∫ L

−L

f(u) sin
nπu

L
du

よって、次式 (1)が新たに得られる。

f(x) =
1

2L

∫ L

−L

f(u)du

+
∞∑

n=1

[
1
L

∫ L

−L

f(u) cos
nπx

L
du · cos

nπx

L

+
1
L

∫ L

−L

f(u) sin
nπu

L
du · sin nπx

L

]
(1)

式 (1)を L → ∞にしたりしてフーリエ変換は一般
に式 (2)のように書き表すことができる。

F (α) =
1√
2π

∫ ∞

−∞
f(u)e−tαudu (2)

式 (2)を使って今回の結果を解析することは、現段

階では非常に困難であると容易に考察できる。

5 今後の展望

今回得られた調査結果を下に Gnuplot でデータ

をプロットする作業が続くものと思われる。また、

グラフは主に Gnuplot から挿入するのが望ましい

とされる。Gnuplot から挿入したグラフは図 1 と

なる。

図 1 picture環境で描画した図形
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